
令和元年度 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援事業 第３回 AD合同会議「事前課題」 

栃木県・県南圏域 

１．令和元年度の達成目標・取組状況  

令和元年度の達成目標 取組状況 

・市町における地域包括ケアシステム構

築、推進のための取組・検討 ⇒管内全市

町（６市町）で、地域包括ケアシステム構

築推進のための協議が進む 

○コアメンバーによる作戦会議の実施（6／17、12／26） 

○第１回 県南圏域連絡会の開催（10／4） 

情報共有とグループワーク 

 市町毎及び医療機関とピアのグループで今後の取り組み検討 

○各市町訪問（10月～12月） 

連絡会のグループワーク結果をさらに深めて実践につなげるた

め、都道府県密着 AD、障害者相談支援協働コーディネーター、健

康福祉センター職員で各市町を訪問し、それぞれの課題や現状、特

徴を活かした具体的な取り組みについて検討（５市町で実施） 

○第２回 県南県域連絡会の開催予定（３月） 

・地域移行支援に関するピアサポート活動

の実績 ⇒退院支援に関わり、相互の意欲

喚起につながる活動を１つでも実施 

○ピアサポーター交流会の定例開催（年６回） 

○ピアサポート研修会の開催（10／21） 

 『地域包括ケアシステムにおけるピアサポートの意義について』 

講師 社会福祉法人じりつ 理事 吉澤久美子氏 

      〃      ピアサポーター 神田氏、長島氏 

○管内の病院で、長期入院者退院促進ワーキングにおいてピア

サポーターと共に退院意欲喚起のための取組企画を実施 

・医療機関における退院意欲喚起のための

企画実施 ⇒管内２病院での企画 

 

２．支援事業の成果  

・協議の場を新たに設置したのが２市、既存の場を活用した協議（検討）が４市町で実施及び実施予定 

・医療機関とピアが協働した、院内における退院意欲喚起のための取組を企画している 

・ピアサポーターが作成した冊子及びチラシの配布を病院主催のイベントで配布予定 

 

３．次年度に向けた課題等 

・市町の協議の場の継続及び活性化するようなサポートや仕掛けが必要。 

・医療機関とピアの協働による企画の実現に向けた支援について検討。 

 

４．課題の解決に向けた 令和２年度の取組方針 

・県南圏域連絡会を開催し、各市町の取組みについて共有、評価していく場として位置づける。 

・各市町の実情に合わせた協議の場に対する支援を継続して実施する。 

・各関係機関等と連携したピアサポートの活用を推進していく方策を検討する。 

 


